
 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 2 年 3 月 29 日(日)の閉校式で、73 年の歴史に幕を下ろした矢部中学校

から引き続き、新たに義務教育学校として生まれ変わった八女市立矢部清流学園

の校長になりました「山口 浩史（やまぐち ひろし）」です。 

これからも、矢部地区の子どもたちの健やかな成長のために、地域の皆様のお

力添えをいただきながら、職員一丸となって頑張っていきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 閉校式が、新型コロナウイルスの影響で簡略化され、残念ながら地域の皆様方

には参加していただけませんでしたが、矢部小学校と矢部中学校それぞれの全校

児童生徒、保護者、教職員、地域代表の方々の見守る厳かな雰囲気の中、八女市

教育委員会を代表して橋本吉史教育長に校旗を返納することができました。 

 矢部地区小・中学校あり方検討委員会の栗原吉平会長と PTA 代表の T さん、

鬼塚秀徳さんの挨拶を受け、中学校は、生徒代表の U さんが別れの言葉を贈り、

小学校は、全校児童が別れの言葉を贈りました。 

 それぞれの式の終わりには、それぞれの校歌を参加者全員で思いをこめて歌い、

閉式しました。矢部中学校の校歌の伴奏は、Y さんがこの日のために練習を積み、

初めて全体の前で演奏しましたが、心のこもった素晴らしい演奏でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、４月６日（月）に開校式を迎えますが、今回も

新型コロナウイルス感染防止対策のため、参加者を絞っ

た開催となります。児童生徒、教職員、八女市教育委員

会と一部の来賓のみの参加となりますので、地域の皆様

方の参加をお断りするように指示が出ております。誠に

申し訳ありませんが、開校式の様子は、後日、学校だよ

りでお知らせいたしますので、ご理解ください。 

なお、地域の方々に、横断幕を飾っていただきました。学校前には、のぼり旗

も立てております。是非ご覧ください。 
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敬愛・・・人を大切にする生徒 

克己・・・粘り強く取り組む生徒 

創造・・・主体的に活動する生徒 


